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 要  旨 
大規模な消防救急無線システムを構築している消防本部では、システムの高度化と複雑化に伴
い、システムを構築した通信機器メーカーに保守業務を委託し、点検や障害対応を任せている。
システム保守は状態監視保全を必要としているが、消防は地震や火災、水害など様々な災害状況
下でも業務継続を求められるため、保守業務の委託にあたっては、通常時だけでなく、震災時の
対応についても考えることが求められる。しかし現状では、通常時におけるシステムの保守と震
災時におけるシステムの保守では環境が異なるために、通常時には発生し難い障害が発生しやす
くなる可能性について考慮された保守計画が立てられていない。 
 このような背景をもとに、本研究では消防救急無線の常駐保守業務を対象とし、解析手法を用
いて考えられる不安全状態(エラーモード)を抽出し、優先的に対策をとるべきエラーモードを定
量的に見つけ出すことを目標とする。 
第 1 章では消防救急無線の高機能化・複雑化に伴う保守事項の増加により保守に起因する障害
リスクが増大していることを指摘して、保守作業の信頼性向上の取り組みが求められていること
と、通常時だけでなく、震災時条件を保守の環境条件に考慮する必要性について述べた。 
第 2 章では消防救急無線に求められる業務継続性をハードウェアでどのように実現しているの
かをシステムの冗長性の面から見た後に、運用状況を調査・分析した結果、保守に起因する運用
障害は影響が運用に及ぶ可能性が高いことを明らかにした。 
第 3 章では FMEA 手法に HAZOP 手法のガイドワードを用いてエラーモードの抽出を行うこ
とで、専従チームを組めない状況であってもエラーモード案の網羅性を担保しようと試みた。エ
ラーモードの選定については実現性・影響の有無による選定の後に類似・重複を統合することで
エラーモードの多様性を確保しつつ、解析するエラーモードの削減を目指した。 
第 4 章では立場の異なるユーザ側監督員と常駐保守員により、環境条件として通常時・震災時
の 2 条件を考慮したエラーモード評価を行い、評価者の立場の違いと環境条件の違いによる評価
傾向の差異を比較し、特徴について考察した。高く重要度評価されたエラーモードについては
FTA 手法による要因解析を例示した。最後に FMEA の効果について、常駐保守員に調査を行っ
た。 
 
